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(57)【要約】
【課題】比較的容易に開閉することができる綴具を提供
する。
【解決手段】この綴具は、半割杆と半割杆とを有する綴
杆１２，１４と、前記綴杆を間隔をおいて設ける保持部
材１６と、各綴杆がその基部において間隔をおいてその
表面に固定され、保持部材に可動自在に固定された作動
部材１８と、前記綴杆を移動させる開閉部材４０とを備
えた、綴具であって、前記綴杆１２，１４は、綴杆を閉
じるときには、綴杆を構成する一方の半割杆の係止部５
０と他方の半割杆の係止部５０とが係合され、綴杆を開
くときには、綴杆を構成する一方の半割杆の係止部５０
と他方の半割杆の係止部５０との係合が外され、前記開
閉部材４０は、前記綴杆を開くときに、保持部材１６内
で保持部材の長手方向に移動させるとともに保持部材の
内面に近づいた方向に保持されるように、作動片３０，
３２に設けられている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半割杆と半割杆とを有する綴杆と、
　前記綴杆を間隔をおいて設けることができる長さを備えた保持部材と、
　各綴杆がその基部において間隔をおいてその表面に固定され、綴杆が保持部材に固定さ
れるように保持部材の内側に可動自在に固定された作動部材と、
　前記綴杆を移動させる開閉部材とを備えた、綴具であって、
　前記作動部材は、
　保持部材内で保持部材の長手方向に移動する一対の作動片からなり、
　一方の作動片には綴杆の一方の基部が固定され、他方の作動片には綴杆の他方の基部が
固定され、
　前記綴杆が閉じるときには、保持部材の内面より離れた位置において、その突き合わせ
縁が突き合わせた状態において保持され、
　前記綴杆が開くときには、保持部材の内面に近づいた方向に向いて保持されるように保
持部材に固定され、
　前記綴杆は、
　綴杆を閉じるときには、綴杆を構成する一方の半割杆の係止部と他方の半割杆の係止部
とが係合され、綴杆を開くときには、綴杆を構成する一方の半割杆の係止部と他方の半割
杆の係止部との係合が外され、
　前記開閉部材は、前記綴杆を開くときに、保持部材内で保持部材の長手方向に移動させ
るとともに保持部材の内面に近づいた方向に保持されるように、作動片に設けられた、綴
具。
【請求項２】
　前記保持部材は、長手方向に平行な保持壁が形成され、
　前記作動片は、前記保持壁内において摺動する外側縁を備える、請求項１に記載の綴具
。
【請求項３】
　前記作動部材は、保持部材内で保持部材の長手方向において、移動する作動片を含み、
　前記作動片は、
　保持部材の長手方向に摺動する外側縁が、その長手方向に形成され、
　前記外側縁と平行な内側縁に、他方の作動片と突き合わす突き合わせ縁が形成された、
請求項１又は請求項２に記載の綴具。
【請求項４】
　前記開閉部材は、弾性部材からなり、
　前記弾性部材は、
　前記作動部材を構成する一対の作動片を移動させるように構成された、請求項１ないし
３のいずれかに記載の綴具。
【請求項５】
　前記開閉部材は、弾性部材からなり、
　前記弾性部材の一端は、前記作動部材を構成する一方の作動片に固定され、
　前記弾性部材の他端は、前記作動部材を構成する他方の作動片を跨いで保持部材に固定
された、請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の綴具。
【請求項６】
　弾性部材は、コイルバネ、トーションバネ、板バネ、細長いゴム、細長いウレタンゴム
のうちから選ばれた、請求項４又は請求項５のいずれかに記載の綴具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、綴具に関し、特にたとえば、リングバインダないしファイルとして用いら
れる綴具に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、バインダとして、リングバインダがあるが、リングバインダは、略環状の綴杆が
中央で噛み合って閉じられるように形成され、例えばリングを手で開閉する場合、略環状
の綴杆を構成する一対の略半円形状の綴杆を、両者が離間するように指で引っ張ることに
より、綴杆が開くように形成されている。
　しかしながら、この略環状の綴杆を指で開くとき、比較的多く書類等の被綴じ物が綴じ
られているとき、指で綴杆を構成する一対の略半円形状の綴杆を開きにくいことがある。
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－３３７９８８号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、この従来のリングファイルの、いわゆる立ち梃子型の綴具においても、
被綴じ物を略環状の綴杆に数多く閉じたとき、立ち梃子の内側を下方に押して綴杆を開く
ように構成されているが、立ち梃子を被綴じ物側から外側に向けて押して綴杆を開こうと
したとき、被綴じ物が障害となって、指で立ち梃子を押しにくいという問題がある。
　それゆえに、この発明の主たる目的は、比較的容易に開閉することができる綴具を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この発明の請求項１に記載の綴具は、半割杆と半割杆とを有する綴杆と、前記綴杆を間
隔をおいて設けることができる長さを備えた保持部材と、各綴杆がその基部において間隔
をおいてその表面に固定され、綴杆が保持部材に固定されるように保持部材の内側に可動
自在に固定された作動部材と、前記綴杆を移動させる開閉部材とを備えた、綴具であって
、前記作動部材は、保持部材内で保持部材の長手方向に移動する一対の作動片からなり、
一方の作動片には綴杆の一方の基部が固定され、他方の作動片には綴杆の他方の基部が固
定され、前記綴杆が閉じるときには、保持部材の内面より離れた位置において、その突き
合わせ縁が突き合わせた状態において保持され、前記綴杆が開くときには、保持部材の内
面に近づいた方向に向いて保持されるように保持部材に固定され、前記綴杆は、綴杆を閉
じるときには、綴杆を構成する一方の半割杆の係止部と他方の半割杆の係止部とが係合さ
れ、綴杆を開くときには、綴杆を構成する一方の半割杆の係止部と他方の半割杆の係止部
との係合が外され、前記開閉部材は、前記綴杆を開くときに、保持部材内で保持部材の長
手方向に移動させるとともに保持部材の内面に近づいた方向に保持されるように、作動片
に設けられた、綴具である。
【０００６】
　この発明の請求項２に記載の綴具は、前記保持部材は、長手方向に平行な保持壁が形成
され、前記作動片は、前記保持壁内において摺動する外側縁を備える、請求項１に記載の
綴具である。
【０００７】
　この発明の請求項３に記載の綴具は、前記作動部材は、保持部材内で保持部材の長手方
向において、移動する作動片を含み、前記作動片は、保持部材の長手方向に摺動する外側
縁が、その長手方向に形成され、前記外側縁と平行な内側縁に、他方の作動片と突き合わ
す突き合わせ縁が形成された、請求項１又は請求項２に記載の綴具である。
【０００８】
　この発明の請求項４に記載の綴具は、前記開閉部材は、弾性部材からなり、前記弾性部
材は、前記作動部材を構成する一対の作動片を移動させるように構成された、請求項１な
いし３のいずれかに記載の綴具である。
【０００９】
　この発明の請求項５に記載の綴具は、前記開閉部材は、弾性部材からなり、前記弾性部
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材の一端は、前記作動部材を構成する一方の作動片に固定され、前記弾性部材の他端は、
前記作動部材を構成する他方の作動片を跨いで保持部材に固定された、請求項１ないし請
求項３のいずれかに記載の綴具である。
【００１０】
　この発明の請求項６に記載の綴具は、弾性部材は、コイルバネ、トーションバネ、板バ
ネ、細長いゴム、細長いウレタンゴムのうちから選ばれた、請求項４又は請求項５のいず
れかに記載の綴具である。
【発明の効果】
【００１１】
　この発明によれば、半割杆と半割杆とを有する綴杆と、前記綴杆を間隔をおいて設ける
ことができる長さを備えた保持部材と、各綴杆がその基部において間隔をおいてその表面
に固定され、綴杆が保持部材に固定されるように保持部材の内側に可動自在に固定された
作動部材と、前記綴杆を移動させる開閉部材とを備えた、綴具であって、前記作動部材は
、保持部材内で保持部材の長手方向に移動する一対の作動片からなり、一方の作動片には
綴杆の一方の基部が固定され、他方の作動片には綴杆の他方の基部が固定され、前記綴杆
が閉じるときには、保持部材の内面より離れた位置において、その突き合わせ縁が突き合
わせた状態において保持され、前記綴杆が開くときには、保持部材の内面に近づいた方向
に向いて保持されるように保持部材に固定され、前記綴杆は、綴杆を閉じるときには、綴
杆を構成する一方の半割杆の係止部と他方の半割杆の係止部とが係合され、綴杆を開くと
きには、綴杆を構成する一方の半割杆の係止部と他方の半割杆の係止部との係合が外され
、前記開閉部材は、前記綴杆を開くときに、保持部材内で保持部材の長手方向に移動させ
るとともに保持部材の内面に近づいた方向に保持されるように、作動片に設けられている
ので、比較的容易に開閉することができる綴具を得ることができる。
【００１２】
　この発明の上述の目的、その他の目的、特徴および利点は、図面を参照して行う以下の
発明を実施するための最良の形態の説明から一層明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図１は、本発明に関連する綴具の一例を示す斜視図であり、図２は、閉じた状態におけ
る綴具の平面図であり、図３は、閉じた状態における綴具の底面図であり、図４は、閉じ
た状態における綴具の横断面図であり、（Ａ）は、図３Ａ－Ａ断面図であり、（Ｂ）は、
図３Ｂ－Ｂ断面図であり、図５は、開いた状態における綴具の平面図であり、図６は、開
いた状態における綴具の底面図であり、図７は、開いた状態における綴具の横断面図であ
り、（Ａ）は、図６Ａ－Ａ断面図であり、（Ｂ）は、図６Ｂ－Ｂ断面図であり、図８は、
閉じた状態における綴杆の係止部近傍を示す平面図解図であり、図９は、開いた状態にお
ける綴杆の係止部近傍を示す平面図解図であり、図１０は、綴具の構成を示す図解図であ
り、図１１は、綴具の構成を示す図解図であり、図１２は、綴具を表紙に取り付けた状態
を示す横断面図である。
【００１４】
　綴具１０は、厚紙その他の比較的硬質なシート材からなる表紙Ａの略中央に形成される
左右一対の折り線の内側の背表紙の内側表面に固定される。固定する方法としては、綴具
１０の長手方向の両端に形成された取付孔２０（後に詳述する）にボルトとナットやはと
め等の固着具を挿通させて、背表紙と一体となるように固定する方法がある。
　なお、ここでは、固着具として、ボルトとナットを用いて説明するが、これに限ること
なく、例えば、ビス、はとめ、リベット等を用いてもよい。また、背表紙に対して、例え
ば、超音波溶着または高周波溶着することにより固着する方法を採用することもできる。
【００１５】
　綴具１０は、一対のそれぞれ略円環状の金属製の第１の綴杆１２および第１の綴杆１２
と一対の第２の綴杆１４と、前記第１の綴杆１２および第２の綴杆１４をそれぞれ間隔を
おいて設けることができる長さを備えた保持部材１６と、その表面に第１の綴杆１２およ
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び第２の綴杆１４が間隔をおいて第１の綴杆１２および第２の綴杆１４のそれぞれの基部
が固定され、第１の綴杆１２および第２の綴杆１４が前記保持部材１６に固定されるよう
に保持部材１６の内側に可動自在に固定された作動部材１８とを備える。
【００１６】
　保持部材１６は、第１の綴杆１２と第２の綴杆１４とを所定の間隔をおいて設けること
ができる長さを備える平面略長方形で、その両端、すなわち表紙Ａに取り付ける取付孔２
０近傍においては、平面略半円弧状に形成されている。
　保持部材１６は、第１の綴杆１２および第２の綴杆１４を固定する部位より長手方向に
おける外側近傍より内側に向かって、その中央が膨出した断面略半円弧状の被綴じ物載置
部２２を備え、且つ、被綴じ物載置部２２の内側は空間を備え、その空間に作動部材１８
等を収容するように構成されている。
　保持部材１６の被綴じ物載置部２２の両端には、その長手方向に略その一端から他端に
亘って、作動部材１８を摺動自在に保持する保持壁が設けられている。この実施の形態に
おいては、保持部材１６の長手方向において、第１の綴杆１２および第２の綴杆１４のそ
れぞれの外側近傍より内部に亘って略全体において垂下されるように、保持壁２４ａおよ
び保持壁２４ｂが連設され、保持壁２４ａと保持壁２４ｂとは平行で略同一の形状の板状
である。さらに、保持壁２４ａおよび保持壁２４ｂの下端縁より内側に向けて、適宜な間
隔をおいて、保持用凸部２４ｃおよび保持用凸部２４ｄが突設されており、第１の作動片
３０の外側縁３０ｂおよび第２の作動片３２の外側縁３２ｂの近傍を保持するように形成
されている。
　そして、この保持壁２４ａおよび保持壁２４ｂと被綴じ物載置部２２によって囲繞され
た空間内に、後に詳しく説明する作動部材１８等が収容される。
【００１７】
　保持部材１６の被綴じ物載置部２２には、第１の綴杆１２と第２の綴杆１４とを、一定
の間隔（日本工業規格等で決められている一定の長さ）をおいて遊貫するための第１の貫
通孔２６と第２の貫通孔２８がそれぞれ穿設されている。
　第１の貫通孔２６と第２の貫通孔２８とは、第１の綴杆１２を構成する半割杆１２ａお
よび半割杆１２ｂと、第２の綴杆１４を構成する半割杆１４ａおよび半割杆１４ｂとに対
応して、保持部材１６の幅方向において左右に分かれて一定の間隔をおいて、２つずつ穿
設されている。
【００１８】
　作動部材１８は、平面略長方形状金属板からなる一対の第１の作動片３０および第２の
作動片３２からなる。
　第１の作動片３０と第２の作動片３２とは、その長手方向において、保持壁２４ａ及び
保持壁２４ｂと平行でその内面と摺動する外側縁３０ｂ及び外側縁３２ｂと、該外側縁３
０ｂ及び外側縁３２ｂと平行に当該一対の第１の作動片３０及び第２の作動片３２を突き
合わせる突き合わせ縁３０ａ及び突き合わせ縁３２ａが内側縁に形成され、保持部材１６
の空間内において各々をその長手方向において並置したとき、各々その内側縁を屈曲自在
に係合する。すなわち、その突き合わせ縁３０ａおよび突き合わせ縁３２ａを突き合わせ
且つ外側縁３０ｂおよび外側縁３２ｂが保持部材１６の保持壁２４ａおよび保持壁２４ｂ
の両壁内内側面に接合される。
　そして、第１の作動片３０および第２の作動片３２は、外側から力が加わらないときに
は、第１の作動片３０と第２の作動片３２とが谷折り、すなわち保持部材１６の被綴じ物
載置部２２の内面より離れた方向（突き合わせ縁３０ａおよび突き合わせ縁３２ａが、図
１０図示平面ＰXYより下側）に向いて、あるいはまた、山折り、すなわち保持部材１６の
被綴じ物載置部２２の内面に近づいた方向（突き合わせ縁３０ａおよび突き合わせ縁３２
ａが図１０図示平面ＰXYより上側）に向いて、その谷折りまたは山折りの状態を維持する
ように、保持部材１６の内側空間部に内設されている。
　平面ＰXYとは、第１の綴杆１２と第２の綴杆１４それぞれの基部が第１の作動片３０と
第２の作動片３２に固着された部分（４箇所）を通る左右軸Ｙ1，Ｙ2および前後軸Ｘ1，
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Ｘ2（図１０図示）を含む平面である。
【００１９】
　作動部材１８は、一方の作動片、すなわち第１の作動片３０における保持部材１６の被
綴じ物載置部２２の内側面と対向する表面（すなわち上面）には、第１の綴杆１２を構成
する半割杆１２ａの基部が固定され、且つ、前記半割杆１２ａとは一定の間隔をおいて、
第２の綴杆１４を構成する半割杆１４ａの基部が固定されている。
　また、他方の作動片、すなわち第２の作動片３２における保持部材１６の被綴じ物載置
部２２と対向する表面（すなわち上面）には、第１の綴杆１２を構成する半割杆１２ｂの
基部が固定され、且つ、前記半割杆１２ｂと一定の間隔をおいて、第２の綴杆１４を構成
する半割杆１４ｂの基部が固定されている。
　そして、前記第１の綴杆１２および第２の綴杆１４が閉じるときには、図４に示すよう
に、作動部材１８を構成する第１の作動片３０と第２の作動片３２とは、その突き合わせ
縁３０ａおよび突き合わせ縁３２ａが保持部材１６の内面（被綴じ物載置部２２の内面）
より離れた方向に向いて（すなわち谷折りの状態）、第１の作動片３０の突き合わせ縁３
０ａと第２の作動片３２の突き合わせ縁３２ａとが突き合わされた状態において保持され
るとともに、前記第１の綴杆１２および第２の綴杆１４を開くときには、図７に示すよう
に、作動部材１８を構成する第１の作動片３０と第２の作動片３２とは、保持部材１６の
内面（被綴じ物載置部２２の内面）に近づいた方向に向いて（すなわち山折り状態）、第
２の作動片３２の突き合わせ縁３２ａとが突き合わされた状態に保持されるように保持部
材１６内の空間において固定される。
【００２０】
　また、作動部材１８を構成する第１の作動片３０と第２の作動片３２とは、保持部材１
６の被綴じ物載置部２２の内面に近づいた方向、すなわち山折りの状態においては、第１
の作動片３０と第２の作動片３２の長手方向、すなわち第１の作動片３０と第２の作動片
３２に固着された半割杆１２ａと半割杆１４ａとを結ぶ線（Ｘ1（図１０図示））および
半割杆１２ｂと半割杆１４ｂとを結ぶ線（Ｘ2（図１０図示））と平行な方向に、第１の
作動片３０と第２の作動片３２とを移動させることができるように摺動自在に内設されて
いる。
【００２１】
　第１の作動片３０と第２の作動片３２の下面、すなわち第１の綴杆１２と第２の綴杆１
４の基部が固着された上面とは反対側の面に、第１の綴杆１２と第２の綴杆１４とを開閉
方向に変化させる開閉部材４０が設けられている。
　開閉部材４０は、コイルバネ、トーションバネ、板バネ、細長いゴム、細長いウレタン
ゴム等のような弾性部材から選ばれたものをもって構成されており、この実施の形態にお
いては、長手方向を有する、細長い引張コイルばねが、第１の作動片３０と第２の作動片
３２とを、保持部材１６の空間内で保持部材１６の長手方向において、第１の作動片３０
と第２の作動片３２とを逆方向に移動させるとともに、保持部材１６を構成する第１の作
動片３０の突き合わせ縁３０ａと第２の作動片３２の突き合わせ縁３２ａが保持部材１６
の被綴じ物載置部２２の内面に近づいた方向、すなわち山折り状態に保持されるように設
けられている。
【００２２】
　開閉部材４０は、その一端が一方の作動片、すなわち第１の作動片３０の下側面に形成
された係止凸部３０ｃに固定され、開閉部材４０の他端は、他方の作動片、すなわち第２
の作動片３２の下面に形成された係止凸部３２ｃに固定されている。
　係止凸部３０ｃは、第１の作動片３０の長手方向の中心より第１の綴杆１２及び第２の
綴杆１４を開くときに第１の作動片３０の移動する方向側にずれた位置に形成され、係止
凸部３２ｃは、第２の作動片３２の長手方向の中心より第１の綴じ杆１２及び第２の綴じ
杆１４を開くときに第２の作動片３２の移動する方向側にずれた位置に形成されている。
　開閉部材４０は、第１の作動片３０と第２の作動片３２との突き合わせ縁３０ａおよび
突き合わせ縁３２ａが、谷折り状態（図４図示）、すなわち保持部材１６の被綴じ物載置
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部２２の内面より離れた状態に保持された状態にあるときに、伸展した状態となるように
、第１の作動片３０と第２の作動片３２との間において斜めに架け渡され、この状態にお
いて、元の状態に戻ろうとする力が働くように構成されている。
　開閉部材４０は、第１の作動片３０および第２の作動片３２のそれぞれの長手方向、す
なわち第１の作動片３０の半割杆１２ａを固定する部位と半割杆１４ａを固定する部位と
を結ぶ線（前後軸Ｘ1（図１０図示））および第２の作動片３２の半割杆１２ｂを固定す
る部位と半割杆１４ｂを固定する部位とを結ぶ線（前後軸Ｘ2（図１０図示））と斜めに
交差する方向に架け渡されている。
【００２３】
　そして、作動部材１８を構成する第１の作動片３０と第２の作動片３２とは、第１の綴
杆１２と第２の綴杆１４を開き始めたとき、すなわち、第１の綴杆１２と第２の綴杆１４
のそれぞれの係止部５０を指で外したとき、開閉部材４０が元の状態に戻ろうとして、す
なわち、伸びていた開閉部材４０が縮む方向に作用し、第１の綴杆１２の半割杆１２ａと
半割杆１２ｂとが離れる方向（半割杆１２ａはＯ1方向で、半割杆１２ｂはＯ2方向（図２
および図９図示））とは反対の方向および第２の綴杆１４の半割杆１４ａと半割杆１４ｂ
とが離れる方向（半割杆１４ａはＯ1方向で、半割杆１４ｂはＯ2方向（図２および図９図
示））とは反対の方向に移動するように作用して、第１の作動片３０と第２の作動片３２
とをそれぞれ逆方向に移動させるように作用する。
　そして、第１の作動片３０は、係止部５０を外す方向（Ｏ1方向）とは反対の方向に移
動し、第２の作動片３２は、係止部５０を外す方向（Ｏ2方向）とは反対の方向に移動す
る。
　さらに、開閉部材４０は、半割杆１２ａと半割杆１２ｂとをおよび半割杆１４ａと半割
杆１４ｂとを円周方向（図１０ 左右軸Ｙ1および左右軸Ｙ2方向）に引き離すように作用
する。
　作動部材１８を構成する第１の作動片３０と第２の作動片３２は、谷折り状態から徐々
に平面状態となり、そして平面状態から山折り状態に変わる。
　そして、開閉部材４０は、第１の綴杆１２と第２の綴杆１４とを開いた状態にしたとき
、第１の作動片３０の突き合わせ縁３０ａと第２の作動片３２の突き合わせ縁３２ａとが
山折り状態、すなわち、保持部材１６の被綴じ物載置部２２の内側面に近づいた状態に保
持するように作用する。
　作動部材１８を構成する第１の作動片３０と第２の作動片３２は、前記したように作用
するが、第１の作動片３０と第２の作動片３２とがずれることなく突き合わせ縁３０ａと
突き合わせ縁３２ａとを中心にして回動することができるように、第１の作動片３０には
、突き合わせ縁３０ａ側より突き合わせ縁３２ａ側に向けてやや下向きに突き出されたず
れ防止用突片３０ｅが形成され、第２の作動片３２には、突き合わせ縁３２ａ側より突き
合わせ縁３０ａ側に向けてやや下向きに突き出されたずれ防止用突片３２ｅが形成されて
いる。
【００２４】
　第１の綴杆１２は、略円環状となるように、半円弧状の半割杆１２ａと半割杆１２ｂと
から構成され、第２の綴杆１４は、略円環状となるように、半円弧状の半割杆１４ａと半
割杆１４ｂとから構成されている。そして、用紙Ｐに予め穿設された綴じ孔に挿通して、
用紙Ｐを綴じることができるように、半割杆１２ａおよび半割杆１２ｂと、半割杆１４ａ
と半割杆１４ｂの先端、すなわち第１の綴杆１２および第２の綴杆１４の頂部において、
係止部５０が形成されている。
　第１の綴杆１２を構成する半割杆１２ａと半割杆１２ｂとは、半割杆１２ａの係止部５
０と、半割杆１２ｂの係止部５０とを係止することにより、環状に係合される。
　また、第２の綴杆１４を構成する半割杆１４ａと半割杆１４ｂとは、半割杆１４ａの係
止部５０と半割杆１４ｂの係止部５０とを係止することにより、環状に係合される。
【００２５】
　第１の綴杆１２と第２の綴杆１４とは、それぞれの基部が第１の作動片３０と第２の作
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動片３２に固着された部分（４箇所）を通る左右軸Ｙ1，Ｙ2および前後軸Ｘ1，Ｘ2（図１
０図示）を含む平面ＰXYと垂直な平面を構成するように、第１の作動片３０と第２の作動
片３２より立設されている。そして、第１の綴杆１２の軸Ｚ1（図１１図示）が構成する
円形面と第２の綴杆１４の軸Ｚ2（図１１図示）が構成する円形面とは、平行で、且つ、
第１の綴杆１２と第２の綴杆１４が第１の作動片３０と第２の作動片３２と固着された部
位を通る平面ＰXYと垂直となるように構成されている。
【００２６】
　そして、第１の綴杆１２と第２の綴杆１４とは、同一方向に向けて、その係止部５０を
指で外すことができるように構成されている。
　第１の綴杆１２を構成する半割杆１２ａの先端に形成された係止部５０を構成する先端
の凸部５２ａとその凸部５２ａに続く凹部５２ｂと、半割杆１２ｂの係止部５０を構成す
る先端の凸部５４ａとその先端の凸部５４ａに続く凹部５４ｂとは、第１の綴杆１２を閉
じたとき係合するように逆方向に向けて突き出しあるいは凹み形成されている。凸部５２
ａと凸部５４ａとは、それぞれ先端から内側に向けて傾斜縁を備えており、すべりながら
、第１の綴杆１２および第２の綴杆１４を開閉することができるように形成されている。
　また、第２の綴杆１４を構成する半割杆１４ａの先端に形成された係止部５０を構成す
る凸部５６ａとその凸部５６ａに続く凹部５６ｂと、半割杆１４ｂの係止部５０を構成す
る先端の凸部５８ａとその先端の凸部５８ａに続く凹部５８ｂとは、第２の綴杆１４を閉
じたとき係合するように逆方向に向けて突き出しあるいは凹み形成されている。
　また、半割杆１２ａの係止部５０を構成する凸部５２ａと半割杆１４ａの係止部５０を
構成する凸部５６ａとは、同一方向に向けて突き出し設けられている。
　また、半割杆１２ｂの係止部５０を構成する凹部５４ｂと半割杆１４ｂの係止部５０を
構成する凹部５８ｂとは、同一方向に向けて凹み形成されている。
【００２７】
　したがって、第１の綴杆１２の係止部５０を、第１の綴杆１２の頂部を指でねじること
により外すことができ、第１の綴杆１２の係止部５０を指で外すと、第１の作動片３０と
第２の作動片３２とが、開閉部材４０が元の状態に戻ろうとする力、すなわち縮まろうと
する力が働くことにより、第１の作動片３０と第２の作動片３２とが逆方向に移動する。
すなわち、第２の綴杆１４を構成する半割杆１４ａの凸部５６ａと半割杆１４ｂの凸部５
８ａとを引き離す方向に作用して、第１の綴杆１２の半割杆１２ａの凸部５２ａと半割杆
１２ｂの凸部５４ａとを引き離す方向に作用するとともに、第２の綴杆１４を構成する半
割杆１４ａの凸部５６ａと半割杆１４ｂの凸部５８ａとを引き離すように作用する。
【００２８】
　このように、この実施の形態においては、第１の綴杆１２および第２の綴杆１４の頂部
を指でねじることにより、第１の綴杆１２の半割杆１２ａおよび半割杆１２ｂの係止部５
０と、第２の綴杆１４の半割杆１４ａおよび半割杆１４ｂの係止部５０を外すことができ
る。
　また、第１の綴杆１２の半割杆１２ａと半割杆１２ｂの係止部５０および第２の綴杆１
４の半割杆１４ａと半割杆１４ｂの係止部５０を係合させたとき、第１の作動片３０の突
き合わせ縁３０ａと第２の作動片３２の突き合わせ縁３２ａとが、谷折り状態になり、第
１の作動片３０と第２の作動片３２とが谷折り状態において、開閉部材４０が第１の作動
片３０と第２の作動片３２とを突き合わす方向に向けて収縮するように作用するため、第
１の綴杆１２の係止部５０の係合状態および第２の綴杆１４の係止部５０の係合状態を維
持することができる。
【００２９】
　綴具１０を表紙Ａに取り付けるには、保持壁２４ａおよび保持壁２４ｂの下端縁を接合
して取付孔２０，２０にボルトナットにより取り付ければよい。さらに、図１２に示すよ
うに、適宜空間を設けるためのスペーサ６０を介在させて取り付けてもよい。
　また、前記実施の形態においては、第１の綴杆１２と第２の綴杆１４といったように、
２穴タイプの綴具について説明したが、綴杆を増やした多穴タイプ、例えば、３穴、４穴
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、２０穴、２６穴、３０穴といった多くの綴杆を備えた綴具とすることができる。
【００３０】
　次に、本発明に関連する綴具について、主として図１３および図１４に基づいて説明す
る。
　この綴具１１０は、前記図２図示綴具１０と略同様の構成であるが、主として、作動部
材および開閉部材が異なるので、それらを中心に、以下説明する。
【００３１】
　この綴具１１０を構成する第１の作動片１３０の突き合わせ縁１３０ａの略中央付近に
は、切り欠き部１３０ｃが形成され、且つ、第２の作動片１３２の突き合わせ縁１３２ａ
の略中央付近にも、切り欠き部１３２ｃが形成されるとともに、前記切り欠き部１３０ｃ
の一方端には、開閉部材１４０を係止する係止部１３０ｄが突設され、且つ、前記切り欠
き部１３２ｃの一方端には、開閉部材１４０を係止する係止部１３２ｄが突設されている
。
　前記係止部１３０ｄと前記係止部１３２ｄとは、第１の作動片１３０に第１の綴杆１１
２が固定された基部を結ぶ線Ｘ1、または第２の作動片１３２に第２の綴杆１１４が固定
された基部を結ぶ線Ｘ2の延びる方向に離れて形成されている。
【００３２】
　そして、開閉部材１４０は、切り欠き部１３０ｃの開口部と切り欠き部１３２ｃの開口
部とが向き合って形成される空間内に添装され、その一端は、係止部１３０ｄに係止され
、その他端は、係止部１３２ｄに係止される。さらに、開閉部材１４０の一方の先端１４
０ａは、係止部１３０ｄから延びて、第２の作動片１３２の裏側に係止されるとともに、
開閉部材１４０の他方の先端１４０ｂは、係止部１３２ｄから延びて第１の作動片１３０
の裏側に係止される。
　而して、開閉部材１４０は、第１の作動片１３０と第２の作動片１３２との突き合わせ
縁１３０ａおよび突き合わせ縁１３２ａが、谷折り状態、すなわち保持部材１１６の被綴
じ物載置部１２２の内面より離れた状態に保持された状態にあるときに、第１の作動片１
３０と第２の作動片１３２を幅方向に引き離そうとするように、第１の作動片１３０と第
２の作動片１３２との間において斜めに架け渡され、この状態において、伸びようとする
力、すなわち弾発力が働くように構成されている。
　開閉部材１４０は、第１の作動片１３０および第２の作動片１３２のそれぞれの長手方
向、すなわち第１の作動片１３０の半割杆１１２ａを固定する部位と半割杆１１４ａを固
定する部位とを結ぶ線（Ｘ1（図１３図示））および第２の作動片１３２の半割杆１１２
ｂを固定する部位と半割杆１１４ｂを固定する部位とを結ぶ線（Ｘ2（図１３図示））と
斜めに交差する方向に架け渡されている。さらに、開閉部材１４０が閉じた状態にあると
きは、開閉部材１４０の一方の先端１４０ａが第２の作動片１３２に係止され且つ開閉部
材１４０の他方の先端１４０ｂが第１の作動片１３０に係止されてねじられた状態になる
。
【００３３】
　そして、開閉部材１４０の弾性により、作動部材１１８を構成する第１の作動片１３０
と第２の作動片１３２とは、第１の綴杆１１２と第２の綴杆１１４を手で開き始めたとき
、すなわち、第１の綴杆１１２と第２の綴杆１１４のそれぞれの係止部１５０を外したと
き、第１の綴杆１１２の半割杆１１２ａと半割杆１１２ｂとが離れる方向（半割杆１１２
ａはＯ1方向で、半割杆１１２ｂはＯ2方向（図１４図示））とは反対の方向および第２の
綴杆１１４の半割杆１１４ａと半割杆１１４ｂとが離れる方向（半割杆１１４ａはＯ1方
向で、半割杆１１４ｂはＯ2方向（図１４図示））とは反対の方向に移動するとともに、
ねじられていた開閉部材１４０が元の状態に戻ろうとして、半割杆１１２ａと半割杆１１
２ｂとをおよび半割杆１１４ａと半割杆１１４ｂとを円周方向（半割杆１１２ａおよび半
割杆１１４ａはＯ3方向、半割杆１１２ｂおよび半割杆１１４ｂはＯ4方向）に引き離すよ
うに作用する。
　そして、開閉部材１４０の弾性により、第１の作動片１３０は、係止部１５０を外す方
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向（Ｏ1方向）とは反対の方向に移動し、第２の作動片１３２は、係止部１５０を外す方
向（Ｏ2方向）とは反対の方向に移動する。
　作動部材１１８を構成する第１の作動片１３０と第２の作動片１３２は、谷折り状態か
ら徐々に平面状態となり、そして平面状態から山折り状態に変わる。
　そして、開閉部材１４０は、第１の綴杆１１２と第２の綴杆１１４とを開いた状態にし
たとき、第１の作動片１３０の突き合わせ縁１３０ａと第２の作動片１３２の突き合わせ
縁１３２ａとが山折り状態、すなわち、保持部材１１６の被綴じ物載置部１２２の内側面
に近づいた状態に保持するように作用する。
【００３４】
　次に、本発明にかかる実施の形態について、主として図１５および図１６に基づいて説
明する。
　この実施の形態の綴具２１０は、前記図２図示綴具１０と略同様の構成であるが、主と
して、開閉部材の架け渡し構造が異なるので、それらを中心に、以下説明する。
　開閉部材２４０は、２本の弾性部材（第１の開閉部材２４２および第２の開閉部材２４
４）からなり、開閉部材２４０を構成する一方の第１の開閉部材２４２は、その一端が一
方の作動片、すなわち第１の作動片２３０の下側面に形成された係止凸部２３０ｃに固定
され、第１の開閉部材２４２の他端は、他方の作動片、すなわち第２の作動片２３２を跨
いで保持部材２１６の一方の保持壁２２４ｂの下面に形成された係止凸部２３２ｄに固定
されている。また、開閉部材２４０を構成する他方の第２の開閉部材２４４は、その一端
が他方の作動片、すなわち第２の作動片２３２の下側面に形成された係止凸部２３２ｃに
固定され、第２の開閉部材２４４の他端は、他方の作動片、すなわち第１の作動片２３０
を跨いで保持部材２１６の他方の保持壁２２４ａの下面に形成された係止凸部２３０ｄに
固定されている。
　開閉部材２４０は、第１の作動片２３０と第２の作動片２３２との突き合わせ縁２３０
ａおよび突き合わせ縁２３２ａが、谷折り状態、すなわち保持部材２１６の被綴じ物載置
部２２２の内面より離れた状態に保持された状態にあるときに、伸展した状態となるよう
に、第１の作動片２３０と保持壁２２４ｂおよび第２の作動片２３２と保持壁２２４ａと
の間において斜めに架け渡され、この状態において、元の状態に戻ろうとする力が働くよ
うに構成されている。
　開閉部材２４０は、第１の作動片２３０および第２の作動片２３２のそれぞれの長手方
向、すなわち第１の作動片２３０の半割杆２１２ａを固定する部位と半割杆２１４ａを固
定する部位とを結ぶ線（Ｘ1（図１５図示））および第２の作動片２３２の半割杆２１２
ｂを固定する部位と半割杆２１４ｂを固定する部位とを結ぶ線（Ｘ2（図１５図示））と
斜めに交差する方向に架け渡されている。
【００３５】
　そして、作動部材２１８を構成する第１の作動片２３０と第２の作動片２３２とは、第
１の綴杆２１２と第２の綴杆２１４を手で開き始めたとき、すなわち、第１の綴杆２１２
と第２の綴杆２１４のそれぞれの係止部２５０を外したとき、第１の綴杆２１２の半割杆
２１２ａと半割杆２１２ｂとが離れる方向（半割杆２１２ａはＯ1方向で、半割杆２１２
ｂはＯ2方向（図１６図示））および第２の綴杆２１４の半割杆２１４ａと半割杆２１４
ｂとが離れる方向（半割杆２１４ａはＯ1方向で、半割杆２１４ｂはＯ2方向（図１６図示
））に移動するとともに、開閉部材２４０が元の状態に戻ろうとして、すなわち、伸びて
いた開閉部材２４０が縮む方向に作用し、半割杆２１２ａと半割杆２１２ｂとをおよび半
割杆２１４ａと半割杆２１４ｂとを引き離すように円周方向（半割杆２１２ａおよび半割
杆２１４ａはＯ3方向、半割杆２１２ｂおよび半割杆２１４ｂはＯ4方向）に作用する。
　そして、開閉部材２４０の弾性により、第１の作動片２３０は、係止部２５０を外す方
向（Ｏ1方向）とは反対の方向に移動し、第２の作動片２３２は、係止部２５０を外す方
向（Ｏ2方向）とは反対の方向に移動する。
　作動部材２１８を構成する第１の作動片２３０と第２の作動片２３２は、谷折り状態か
ら徐々に平面状態となり、そして平面状態から山折り状態に変わる。
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　そして、開閉部材２４０は、第１の綴杆２１２と第２の綴杆２１４とを開いた状態にし
たとき、第１の作動片２３０の突き合わせ縁２３０ａと第２の作動片２３２の突き合わせ
縁２３２ａとが山折り状態、すなわち、保持部材２１６の被綴じ物載置部２２２の内側面
に近づいた状態に保持するように作用する。
【００３６】
　次に、本発明に関連する綴具について、以下に説明する。
　図１７は、閉じた状態における綴具の底面図であり、図１８は、閉じた状態から開いた
状態に移るときにおける綴具の底面図であり、図１９は、開いた状態における綴具の底面
図であり、図２０は、閉じた状態における綴具の図１７図示Ａ－Ａ断面図であり、図２１
は、開いた状態における綴具の図１９図示Ａ－Ａ断面図であり、図２２は、閉じた状態に
おける図１７図示Ｂ－Ｂ断面図であり、図２３は、開いた状態における綴具の図１９図示
Ｂ－Ｂ断面図であり、図２４は、閉じた状態における綴具の平面図であり、図２５は、開
いた状態における綴具の平面図であり、（Ａ）は全体の平面図であり、（Ｂ）は綴杆の一
部の平面図であり、図２６は、作動片の平面図であり、図２７は、図２６図示Ａ－Ａ断面
図であり、図２８は、綴具の構成を示す図解図であり、図２９は、綴具の構成を示す図解
図である。
【００３７】
　図１７図示綴具３１０は、一対のそれぞれ略円環状の金属製の第１の綴杆３１２および
第１の綴杆３１２と一対の第２の綴杆３１４と、前記第１の綴杆３１２および第２の綴杆
３１４をそれぞれ間隔をおいて設けることができる長さを備えた保持部材３１６と、その
表面に第１の綴杆３１２および第２の綴杆３１４が間隔をおいて第１の綴杆３１２および
第２の綴杆３１４のそれぞれの基部が固定され、第１の綴杆３１２および第２の綴杆３１
４が前記保持部材３１６に固定されるように保持部材３１６の内側に可動自在に固定され
た作動部材３１８とを備える。
【００３８】
　保持部材３１６は、第１の綴杆３１２と第２の綴杆３１４とを所定の間隔をおいて設け
ることができる長さを備える平面略長方形で、その両端、すなわち表紙Ａに取り付ける取
付孔３２０近傍においては、平面略半円弧状に形成されている。
　保持部材３１６は、第１の綴杆３１２および第２の綴杆３１４を固定する部位より長手
方向における外側近傍より内側に向かって、その中央が膨出した断面略半円弧状の被綴じ
物載置部３２２を備え、且つ、被綴じ物載置部３２２の内側は空間を備え、その空間に作
動部材３１８等を収容するように構成されている。
　保持部材３１６の被綴じ物載置部３２２の両端には、その長手方向に略その一端から他
端に亘って、作動部材３１８を摺動自在に保持する保持壁が設けられている。この実施の
形態においては、保持部材３１６の長手方向において、第１の綴杆３１２および第２の綴
杆３１４のそれぞれの外側近傍より内部に亘って略全体において垂下されるように、第１
保持壁３２４ａおよび第２保持壁３２４ｂがそれぞれ適宜な間隔をおいて平行となるよう
に、連設されている。さらに、第１保持壁３２４ａおよび第２保持壁３２４ｂの下端縁よ
り内側に向けて、適宜な間隔をおいて、保持用凸部３２４ｃおよび保持用凸部３２４ｄが
突設されており、保持用凸部３２４ｃが第１の作動片３３０の外側縁３３０ｂの近傍を、
および保持用凸部３２４ｄが第２の作動片３３２の外側縁３３２ｂの近傍をそれぞれ保持
し、保持部材３１６から第１の作動片３３０及び第２の作動片３３２が抜けないように形
成されている。
　そして、この第１保持壁３２４ａおよび第２保持壁３２４ｂと被綴じ物載置部３２２に
よって囲繞された空間内に、後に詳しく説明する作動部材３１８等が収容される。
【００３９】
　保持部材３１６の被綴じ物載置部３２２には、第１の綴杆３１２と第２の綴杆３１４と
を、一定の間隔（日本工業規格等で決められている一定の長さ）をおいて遊貫するための
第１の貫通孔３２６と第２の貫通孔３２８がそれぞれ穿設されている。
　第１の貫通孔３２６と第２の貫通孔３２８とは、第１の綴杆３１２と第２の綴杆３１４
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を構成する半割杆３１２ａおよび半割杆３１２ｂと、第２の綴杆３１４を構成する半割杆
３１４ａおよび半割杆３１４ｂとに対応して、保持部材３１６の幅方向において左右に分
かれて一定の間隔をおいて、２つずつ穿設されている。
【００４０】
　作動部材３１８は、平面略長方形状金属板からなる一対の第１の作動片３３０および第
２の作動片３３２からなる。
　第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とは、略同一形状で保持部材３１６の空間内
において各々その長手方向において並置したとき、各々その内側縁を屈曲自在に係合する
ように、第１の作動片３３０の内側に略直線状の突き合わせ縁３３０ａ及び第２の作動片
３３２の内側に略直線状の突き合わせ縁３３２ａが形成され、第１の作動片３３０の外側
に略直線状の外側縁３３０ｂ及び第２の作動片３３２の外側に略直線状の外側縁３３２ｂ
が形成されている。
　すなわち、その突き合わせ縁３３０ａおよび突き合わせ縁３３２ａを突き合わせ且つ外
側縁３３０ｂおよび外側縁３３２ｂが保持部材３１６の第１保持壁３２４ａおよび第２保
持壁３２４ｂの両壁内内側面に接合される。
【００４１】
　第１の作動片３３０の突き合わせ縁３３０ａには、第２の作動片３３２に向けて、ずれ
防止用突片３３０ｅがやや下向きに突設され、且つ第２の作動片３３２の突き合わせ縁３
３２ａには、第１の作動片３３０に向けて、ずれ防止用突片３３２ｅがやや下向きに突設
され、突き合わされた第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とが突き合わせ縁３３０
ａ及び突き合わせ縁３３２ａを中心に回動するときにずれないように構成されている。
　また、第１の作動片３３０の突き合わせ縁３３０ａには、第２の作動片３３２に向けて
摺動幅規制用の摺動凸部３３０ｆが形成され、且つ摺動凸部３３０ｆと適宜な間隔をおい
て摺動凹部３３０ｇが形成されるとともに、第２の作動片３３２の突き合わせ縁３３２ａ
には、第１の作動片３３０の前記摺動凹部３３０ｇに対応する位置に第１の作動片３３０
に向けて摺動凸部３３２ｆが形成され、且つ第１の作動片３３０の前記摺動凸部３３０ｆ
に対応する位置に摺動凹部３３２ｇが形成されている。第１の作動片３３０の摺動凸部３
３０ｆは、第２の作動片３３２の摺動凹部３３２ｇの長手方向における長さ内にて、第２
の作動片３３２の摺動凸部３３２ｆは第１の作動片３３０の摺動凹部３３０ｇの長手方向
における長さ内で移動する。
【００４２】
　そして、第１の作動片３３０および第２の作動片３３２は、外側から力が加わらないと
きには、第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とが水平な面に並置された状態、すな
わち保持部材３１６の被綴じ物載置部３２２の内面より離れた方向（突き合わせ縁３３０
ａおよび突き合わせ縁３３２ａが、図２８図示平面ＰXYと略々同一の位置）に向いて、あ
るいはまた、山折り、すなわち保持部材３１６の被綴じ物載置部３２２の内面に近づいた
方向（突き合わせ縁３３０ａおよび突き合わせ縁３３２ａが図２８図示平面ＰXYより上側
）に向いて、その水平面状態または山折りの状態を維持するように、保持部材３１６の内
側空間部に内設されている。平面ＰXYとは、第１の綴杆３１２と第２の綴杆３１４それぞ
れの基部が第１の作動片３３０と第２の作動片３３２に固着された部分（４箇所）を通る
左右軸Ｙ1，Ｙ2および前後軸Ｘ1，Ｘ2（図２８図示）を含む平面のことである。
【００４３】
　作動部材３１８は、一方の作動片、すなわち第１の作動片３３０における保持部材３１
６の被綴じ物載置部３２２の内側面と対向する表面（すなわち上面）には、第１の綴杆３
１２を構成する半割杆３１２ａの基部が固定され、且つ、前記半割杆３１２ａとは一定の
間隔をおいて、第２の綴杆３１４を構成する半割杆３１４ａの基部が固定されている。
　また、他方の作動片、すなわち第２の作動片３３２における保持部材３１６の被綴じ物
載置部３２２と対向する表面（すなわち上面）には、第１の綴杆３１２を構成する半割杆
３１２ｂの基部が固定され、且つ、前記半割杆３１２ｂと一定の間隔をおいて、第２の綴
杆３１４を構成する半割杆３１４ｂの基部が固定されている。
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　そして、前記第１の綴杆３１２および第２の綴杆３１４が閉じるときには、図２０及び
図２２に示すように、作動部材３１８を構成する第１の作動片３３０と第２の作動片３３
２とは、その突き合わせ縁３３０ａおよび突き合わせ縁３３２ａが保持部材３１６の内面
（被綴じ物載置部３２２の内面）より離れた方向に向いて（すなわち略水平な面に並置さ
れた状態）、第１の作動片３３０の突き合わせ縁３３０ａと第２の作動片３３２の突き合
わせ縁３３２ａとが突き合わされた状態において保持されるとともに、前記第１の綴杆３
１２および第２の綴杆３１４を開くときには、図２１及び図２３に示すように、作動部材
３１８を構成する第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とは、保持部材３１６の内面
（被綴じ物載置部３２２の内面）に近づいた方向に向いて（すなわち山折り状態）、第２
の作動片３３２の突き合わせ縁３３２ａとが突き合わされた状態に保持されるように保持
部材３１６内の空間において固定される。
【００４４】
　また、作動部材３１８を構成する第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とは、保持
部材３１６の被綴じ物載置部３２２の内面に近づいた方向、すなわち山折りの状態におい
ては、第１の作動片３３０と第２の作動片３３２の長手方向、すなわち第１の作動片３３
０と第２の作動片３３２に固着された半割杆３１２ａと半割杆３１４ａとを結ぶ線（前後
軸Ｘ1（図２８図示））および半割杆３１２ｂと半割杆３１４ｂとを結ぶ線（前後軸Ｘ2（
図２８図示））と平行な方向に、第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とを移動させ
ることができるように摺動自在に内設されている。
【００４５】
　第１の作動片３３０と第２の作動片３３２の下面、すなわち第１の綴杆３１２と第２の
綴杆３１４の基部が固着された上面とは反対側の面に、第１の綴杆３１２と第２の綴杆３
１４とを開閉方向に変化させる開閉部材３４０が設けられている。
　開閉部材３４０は、第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とを、保持部材３１６の
空間内で保持部材３１６の長手方向において、第１の作動片３３０と第２の作動片３３２
とを逆方向に移動させるとともに、作動部材３１８を構成する第１の作動片３３０の突き
合わせ縁３３０ａと第２の作動片３３２の突き合わせ縁３３２ａが保持部材３１６の被綴
じ物載置部３２２の内面に近づいた方向、すなわち山折り状態に保持されるように設けら
れている。
【００４６】
　前記開閉部材３４０は、細長いコイルバネからなるが、前記開閉部材３４０は、その一
端が保持部材３１６の一方の第１保持壁３２４ａの内側の第１固定部３２５ｅに固定され
、且つその他端は、第１の作動片３３０及び第２の作動片３３２の長手方向の中心Ｃを挟
んで同距離Ｒ1分をあけて、保持部材３１６の前記第１保持壁３２４ａと対向し、それと
平行な他方の第２保持壁３２４ｂの内側の第２固定部３２５ｆに固定される（図１７及び
図２６参照）。
　そして、開閉部材３４０は、前記一方の第１保持壁３２４ａ側に固定された一方の略長
方形状の第１の作動片３３０を跨いで、前記一方の第１の作動片３３０に突き合わされた
他方の第２の作動片３３２に架け渡され、第１綴杆３１２及び第２綴杆３１４の係止部３
５０が外されるときに、該第２の作動片３３２が移動する方向に、前記第１固定部３２５
ｅと作動片３３０，３３２の突き合わせ縁３３０ａ及び３３２ａと直交する線（移動方向
と直交する軸）よりわずかにずらされ、第２の作動片３３２の第４固定部３３２ｄで保持
される。更に、前記第４固定部３３２ｄより一方の第１の作動片３３０に、他方の第２の
作動片３３２と一方の第１の作動片３３０の突き合わせ縁３３０ａ及び３３２ａを跨いで
架け渡され、第１綴杆３１２及び第２綴杆３１４の係止部３５０が外されるときに、該第
１の作動片３３０が移動する方向に、前記第２固定部３２５ｆと作動片３３０，３３２の
突き合わせ長手縁３３０ａ及び３３２ａと直交する縁（移動方向と直交する軸）よりわず
かにずらされ、第１の作動片３３０の第３固定部３３０ｄで保持されている。
　開閉部材３４０は、全体的には、略Ｚ字状に形成されている。
【００４７】
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　開閉部材３４０は、第１の作動片３３０の突き合わせ縁３３０ａと第２の作動片３３２
の突き合わせ縁３３２ａとが、水平面状態（図２０及び図２２図示）、すなわち保持部材
３１６の被綴じ物載置部３２２の内面より離れた状態に保持された状態にあるときに、伸
展した状態となるように、第１の作動片３３０と第２の作動片３３２との間において斜め
に架け渡され、この状態において、元の状態に戻ろうとする力が働くように構成されてい
る。
　開閉部材３４０は、第１の作動片３３０および第２の作動片３３２のそれぞれの長手方
向、すなわち第１の作動片３３０の半割杆３１２ａを固定する部位と半割杆３１４ａを固
定する部位とを結ぶ線（前後軸Ｘ1（図２８図示））および第２の作動片３３２の半割杆
３１２ｂを固定する部位と半割杆３１４ｂを固定する部位とを結ぶ線（前後軸Ｘ2（図２
８図示））と斜めに交差する方向に架け渡されている。
【００４８】
　そして、作動部材３１８を構成する第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とは、第
１の綴杆３１２と第２の綴杆３１４を開き始めたとき、すなわち、第１の綴杆３１２と第
２の綴杆３１４のそれぞれの係止部３５０を指で外したとき、図１８に示すように、開閉
部材３４０が元の状態に戻ろうとして、すなわち、伸びていた開閉部材３４０が縮む方向
に作用する。すなわち、第１の綴杆３１２の半割杆３１２ａと半割杆３１２ｂとが離れる
方向（半割杆３１２ａはＯ1方向で、半割杆３１２ｂはＯ2方向（図２４図示））とは反対
の方向および第２の綴杆３１４の半割杆３１４ａと半割杆３１４ｂとが離れる方向（半割
杆３１４ａはＯ1方向で、半割杆３１４ｂはＯ2方向（図２４図示））とは反対の方向に移
動するように作用して、第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とをそれぞれ逆方向に
移動させるように作用する。
　そして、第１の作動片３３０は、係止部３５０を外す方向（Ｏ1方向）とは反対の方向
に移動し、第２の作動片３３２は、係止部３５０を外す方向（Ｏ2方向）とは反対の方向
に移動する。
　さらに、開閉部材３４０は、半割杆３１２ａと半割杆３１２ｂとをおよび半割杆３１４
ａと半割杆３１４ｂとを円周方向（図２８ 左右軸Ｙ1および左右軸Ｙ2方向）において引
き離すように作用する。
　作動部材３１８を構成する第１の作動片３３０と第２の作動片３３２は、水平面状態か
ら徐々に山折り状態に変わる。
　そして、開閉部材３４０は、第１の綴杆３１２と第２の綴杆３１４とを開いた状態にし
たとき、第１の作動片３３０の突き合わせ縁３３０ａと第２の作動片３３２の突き合わせ
縁３３２ａとが山折り状態、すなわち、保持部材３１６の被綴じ物載置部３２２の内側面
に近づいた状態に保持するように作用する。
【００４９】
　第１の綴杆３１２は、略円環状となるように、半円弧状の半割杆３１２ａと半割杆３１
２ｂとから構成され、第２の綴杆３１４は、略円環状となるように、半円弧状の半割杆３
１４ａと半割杆３１４ｂとから構成されている。そして、用紙Ｐに予め穿設された綴じ孔
に挿通して、用紙Ｐを綴じることができるように、半割杆３１２ａおよび半割杆３１２ｂ
と、半割杆３１４ａと半割杆３１４ｂの先端、すなわち第１の綴杆３１２および第２の綴
杆３１４の頂部において、係止部３５０が形成されている。
　第１の綴杆３１２を構成する半割杆３１２ａと半割杆３１２ｂとは、半割杆３１２ａの
係止部３５０と、半割杆３１２ｂの係止部３５０とを係止することにより、環状に係合さ
れる。
　また、第２の綴杆３１４を構成する半割杆３１４ａと半割杆３１４ｂとは、半割杆３１
４ａの係止部３５０と半割杆３１４ｂの係止部３５０とを係止することにより、環状に係
合される。
【００５０】
　第１の綴杆３１２と第２の綴杆３１４それぞれの基部が第１の作動片３３０と第２の作
動片３３２に固着された部分（４箇所）を通る左右軸Ｙ1，Ｙ2および前後軸Ｘ1，Ｘ2（図
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２８図示）を含む平面ＰXYと垂直な平面を構成するように、第１の作動片３３０と第２の
作動片３３２より立設されている。そして、第１の綴杆３１２の軸Ｚ1（図２９図示）が
構成する円形面と第２の綴杆３１４の軸Ｚ2（図２９図示）が構成する円形面とは、平行
で、且つ、第１の綴杆３１２と第２の綴杆３１４が第１の作動片３３０と第２の作動片３
３２と固着された部位を通る平面ＰXYと垂直となるように構成されている。
【００５１】
　したがって、第１の綴杆３１２の係止部３５０を、第１の綴杆３１２の頂部を指でねじ
ることにより外すことができ、第１の綴杆３１２の係止部３５０を指で外すと、第１の作
動片３３０と第２の作動片３３２とが、開閉部材３４０が元の状態に戻ろうとする力、す
なわち縮まろうとする力が働くことにより、第１の作動片３３０と第２の作動片３３２と
が逆方向に移動する。すなわち、図２４及び図２５に示すように、第２の綴杆３１４を構
成する半割杆３１４ａの凸部３５６ａと半割杆３１４ｂの凸部３５８ａとを引き離す方向
に作用して、第１の綴杆３１２の半割杆３１２ａの凸部３５２ａと半割杆３１２ｂの凸部
３５４ａとを引き離す方向に作用するとともに、第２の綴杆３１４を構成する半割杆３１
４ａの凸部３５６ａと半割杆３１４ｂの凸部３５８ａとを引き離すように作用する。
【００５２】
　このように、この綴具においては、第１の綴杆３１２および第２の綴杆３１４の頂部を
指でねじることにより、第１の綴杆３１２の半割杆３１２ａおよび半割杆３１２ｂの係止
部３５０と、第２の綴杆３１４の半割杆３１４ａおよび半割杆３１４ｂの係止部３５０を
外すことができる。
　また、第１の綴杆３１２の半割杆３１２ａと半割杆３１２ｂの係止部３５０および第２
の綴杆３１４の半割杆３１４ａと半割杆３１４ｂの係止部３５０を係合させたとき、第１
の作動片３３０の突き合わせ縁３３０ａと第２の作動片３３２の突き合わせ縁３３２ａと
が、水平状態になり、第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とが水平状態において、
開閉部材３４０が第１の作動片３３０と第２の作動片３３２とを突き合わす方向に向けて
収縮するように作用するため、第１の綴杆３１２の係止部３５０の係合状態および第２の
綴杆３１４の係止部３５０の係合状態を維持することができる。　　　
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　上述したように、この発明にかかる綴具は、リングバインダないしファイルの綴具とい
う用途に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明に関連する綴具の一例を示す斜視図である。
【図２】閉じた状態における綴具の平面図である。
【図３】閉じた状態における綴具の底面図である。
【図４】閉じた状態における綴具の横断面図であり、（Ａ）は、図３Ａ－Ａ断面図であり
、（Ｂ）は、図３Ｂ－Ｂ断面図である。
【図５】開いた状態における綴具の平面図である。
【図６】開いた状態における綴具の底面図である。
【図７】開いた状態における綴具の横断面図であり、（Ａ）は、図６Ａ－Ａ断面図であり
、（Ｂ）は、図６Ｂ－Ｂ断面図である。
【図８】閉じた状態における綴杆の係止部近傍を示す平面図解図である。
【図９】開いた状態における綴杆の係止部近傍を示す平面図解図である。
【図１０】綴具の構成を示す図解図である。
【図１１】綴具の構成を示す図解図である。
【図１２】綴具を表紙に取り付けた状態を示す横断面図である。
【図１３】本発明に関連する綴具の閉じた状態における底面図である。
【図１４】本発明に関連する綴具の閉じた状態における平面図である。
【図１５】本発明にかかる実施の形態である綴具の閉じた状態における底面図である。
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【図１６】本発明にかかる実施の形態である綴具の閉じた状態における平面図である。
【図１７】閉じた状態における綴具の底面図である。
【図１８】閉じた状態から開いた状態に移るときにおける綴具の底面図である。
【図１９】開いた状態における綴具の底面図である。
【図２０】閉じた状態における綴具の図２０図示Ａ－Ａ断面図である。
【図２１】開いた状態における綴具の図１９図示Ａ－Ａ断面図である。
【図２２】閉じた状態における図１７図示Ｂ－Ｂ断面図である。
【図２３】開いた状態における綴具の図１９図示Ｂ－Ｂ断面図である
【図２４】閉じた状態における綴具の平面図である。
【図２５】開いた状態における綴具の平面図であり、（Ａ）は全体の平面図であり、（Ｂ
）は綴杆の一部の平面図である。
【図２６】作動片の平面図である。
【図２７】図２６図示Ａ－Ａ断面図である。
【図２８】綴具の構成を示す図解図である。
【図２９】綴具の構成を示す図解図である。
【符号の説明】
【００５５】
　　１０，１１０，２１０，３１０　綴具
　　１２，１１２，２１２，３１２　第１の綴杆
　　１４，１１４，２１４，３１４　第２の綴杆
　　１２ａ，１２ｂ，１４ａ，１４ｂ，１１２ａ，１１２ｂ，１１４ａ，１１４ｂ，２１
２ａ，２１２ｂ，２１４ａ，２１４ｂ，３１２ａ，３１２ｂ，３１４ａ，３１４ｂ　半割
杆
　　１６，１１６，２１６，３１６　保持部材
　　１８，１１８，２１８，３１８　作動部材
　　２０，３２０　取付孔
　　２２，１２２，２２２，３２２　被綴じ物載置部
　　２４ａ，２４ｂ，２２４ａ，２２４ｂ　保持壁
　　２４ｃ，２４ｄ，３２４ｃ，３２４ｄ　保持用凸部
　　２６，３２６　第１の貫通孔
　　２８，３２８　第２の貫通孔
　　３０，１３０，２３０，３３０　第１の作動片
　　３２，１３２，２３２，３３２　第２の作動片
　　３０ａ，３２ａ，１３０ａ，１３２ａ，２３０ａ，２３２ａ，３３０ａ，３３２ａ　
突き合わせ縁
　　３０ｂ，３２ｂ，３３０ｂ，３３２ｂ　外側縁
　　３０ｃ，３２ｃ，２３０ｃ，２３０ｄ，２３２ｃ，２３２ｄ　係止凸部
　　３０ｅ，３２ｅ，３３０ｅ，３３２ｅ　ずれ防止用突片
　　４０，１４０，２４０，３４０　開閉部材
　　１４０ａ，１４０ｂ　先端
　　５０，１５０，２５０，３５０　係止部
　　５２ａ，５４ａ，５６ａ，５８ａ，３５６ａ　凸部
　　５２ｂ，５４ｂ，５６ｂ，５８ｂ，３５８ｂ　凹部
　　６０　スペーサ
　　１３０ｃ，１３２ｃ　切り欠き部
　　１３０ｄ，１３２ｄ　係止部
　　２４２　第１の開閉部材
　　２４４　第２の開閉部材
　　３２４ａ　第１保持壁
　　３２４ｂ　第２保持壁
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　　３２５ｅ　第１固定部
　　３２５ｆ　第２固定部
　　３３０ｄ　第３固定部
　　３３２ｄ　第４固定部
　　３３０ｆ，３３２ｆ　摺動凸部
　　３３０ｇ，３３２ｇ　摺動凹部
　　Ａ　表紙
　　Ｃ　中心
　　Ｐ　用紙
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